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修士論文要旨
【問題と目的】　統合失調症を持つ者の社会生活機能向上に
対する「スキルズ・トレーニング」は，効果の個人差が大
きいことが知られている（Pinkham & Penn,2006）。そ
の主な要因として，個人内においては認知機能障害，およ
び陽性・陰性症状が影響を及ぼしていると考えられている
（Mohamed et al., 2008）。また，トレーニング場面にお
いては，スキル遂行にいたる問題解決方略そのものを習得
する機会が十分でない可能性が示唆される（小山，2010）。
そこで研究１では，日常診療内で行われている「スキルズ・
トレーニング」を通じた症状および認知機能と社会生活機
能との関連を検討する。次に研究２では，個人内要因をア
セスメントした上で問題解決トレーニング（PST）を実施
し，問題解決方略そのものを習得することを目的とする。
研究１　「スキルズ・トレーニング」が統合失調症を持つ者
の認知機能に及ぼす影響
【方　法】　調査対象者：DSM基準によって統合失調症の診
断を受け，精神科に通院加療中の成人15名（男性10名，女
性５名，平均年齢40.5±21.5歳）。測度：（a）デモグラフィッ
ク項目：年齢，性別，教育歴，治療歴，投薬内容，（b）精
神症状：Positive And Negative Syndrome Scale邦訳版
（PANSS；山田他，1991），（c）認知機能：Brief Assessment 
of Cognition in Schizophrenia邦訳版（BACS-J；兼田
他，2008），（d）社会生活機能：Social Functioning Scale
邦訳版（SFS-J；根本他，2008），（e）QOL：Schizophrenia 
Quality of Life Scale邦訳版（JSQLS；兼田他，2004）。手
続き：公募に応じた協力機関において日常診療内で行われ
ている「スキルズ・トレーニング」への参加が見込まれた
対象者に対して，個別面接によって１時点目に（a）から
（c）の調査を実施し，（d）（e）を後日回収した。２時点目
も同様の手続きであった。
【結果と考察】　２時点調査を完遂した６名（男性４名，女
性２名，平均年齢46.0±16.0歳）の前後における平均の差
の検定を行った結果，認知機能の合計得点，およびワーキ
ングメモリ（WM），注意機能（AT），遂行機能（EF）の
得点に有意差が認められ，２時点目に増加していた。また，
１時点目15名の認知機能得点を用いて６つの下位領域間の
関連について検討したところ，言語流暢性は認知機能の合
計得点，および他の多くの領域の得点と正の相関が認めら
れた。さらに言語流暢性を高低に分けたところ，高群にお
いてはAT，低群においてはWMとEFに有意な正の相関が
認められた。これらのことから，言語流暢性に注目してア
セスメントする有用性，および言語流暢性の高低によって
補完する領域が異なる可能性が示唆された。
研究２　個別アセスメントに基づく問題解決トレーニング
が統合失調症を持つ者の認知機能に及ぼす影響
【方　法】　介入参加者：DSM基準によって統合失調症の診
断を受け，精神科に通院加療中の成人５名（男性４名，女
性１名，平均年齢37.0±15.0歳）。測度：研究１と同様（a）
から（e）に加えて，Bellack et al.（2004）に基づいた半
構造化面接用紙を使用し，問題解決スタイルを同定した。
手続き：PSTの開始１週間前までに個別面接によって（a）
から（c），および面接用紙を用いてアセスメントを実施し，
（d）と（e）は介入初回時に回収された。PSTは2012年11月
から12月の期間，１回60～75分／週を集団形式にて全６回
実施した。介入終了後１週間以内に再アセスメントを実施
し，また問題解決方略の習得度を調査した。
【結果と考察】　介入前後の平均値の差の検定を行った結果，
認知機能は合計得点にのみ有意な増加が示された一方，個
人の問題解決方略の習得度と認知機能の改善量とは関連が
見られなかった（Figure）。このことから，総体的な認知
機能は短期間の介入を通じて改善することが示唆された。
【総合考察】　認知機能は「スキルズ・トレーニング」を通
じて改善する一方，言語流暢性を用いた長期的変数に対す
るアセスメントの有用性は限定的であり，言語流暢性と生
活上の現象との対応を記述するとともに，トレーニングの
標的が直接反映される変数を設定する必要性が示唆された。
Figure　認知機能合計の前後差と問題解決方略の習得率
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